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「富
士
山
に
対
し
て
日
本
人
は
独

特
の
情
緒
を
持

つ
」
と
指
摘
さ
れ

た
の
は
、
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
設
置

と
山
頂
の
観
測
に
苦
労
さ
れ
た
立

平
良

三

・
元

気
象
庁

長
官

で
す

が
、
こ
の
情
緒
は
今
も
健
在
で
あ

る
と
感
じ
ま
す
。
世
界
遺
産
決
定

を
わ
が
こ
と
の
よ
う
に
喜
ぶ
人
が

多
い
の
は
富
士
山
の
特
徴
で
、
他

の
山
で
は
こ
う
は
い
か
な
い
で
し

そ
の
片
隅
に
あ
る
測
候
所
で
、

ほ
そ
ぼ
そ
と
研
究
活
動
が
続
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
よ
う
で
す
。
富
士
山
測

候
所

（
正
式
名

「
富
士
山
特
別
地

域
気
象
観
測
所
」
）
は
最
高
峰

・

剣
ケ
峯
、
三
七
七
六
肝
の
岩
に
し

が

み

つ
く
よ

う

に
立

っ
て

い
ま

富
士
山
測
候
所

す
。
二
〇
〇
四
年
ま
で
七
十

二
年

間
、
冬
季
は
遭
難
の
危
険
を
冒
し

て
気
象
庁
職
員
が
三
週
間
交
代
で

通
勤
し
て
い
ま
し
た
が
、
人
工
衛

星
の
発
達
で
富
士
山
レ
ー
ダ
ー
が

天
気
予
報
に
不
要
に
な
り
、
無
人

化
さ
れ
ま
し
た
。
山
頂
の
風
景
の

一
部
に
も
な

っ
て
い
る
堅
牢
な
測

候
所
は
天
気
予
報
以
外
に
は
役
に

立
た
な
い
で
し
ょ
う
か
？

一
九
九
〇
年
か
ら
酸
性
雨
や
汚

染
ガ
ス
な
ど
の
観
測
を
行

っ
て
い

た
研
究
者
た
ち
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
設
立

し
て
、
①
七
年
か
ら
庁
舎
の

一
部

を
気
象
庁
か
ら
借
用
、
夏
の
ニ
カ

月
、
大
陸
か
ら
上
空
を
飛
ん
で
く

る
微
小
粒
子
状
物
質

「
Ｐ
Ｍ
２

・

５
」
の
観
測
な
ど
、
こ
こ
で
し
か

で
き
な
い
研
究

・
教
育
に
開
放
し

て
い
ま
す
。
公
的
援
助
が
な
く
資

金
獲
得
の
苦
労
も
あ
り
ま
す
。

今
年
は
七
月
十
六
日
開
所
の
予

定
で
す
が
、
私
た
ち
裏
方
に
は
八

月
末
の
終
了
ま
で
緊
張
の
日
々
が

待

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
研
究

内
容
や
山
頂
か
ら
眺
め
た
自
然
な

ど
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

（
土
器
屋
　
由
紀
子
＝
富
士
山
測

候
所
を
活
用
す
る
会
理
事
）


